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沖縄県の緊急事態宣言発令中（会場閉館の場合）は映画会は中止です
※上映会に参加の際は、マスク着用、検温、手指消毒にご協力ください。当日、熱、咳、だるさを感じたら、来場をお控えください。

1981年／30分／カラー／企画製作：ポーラ伝統文化振興財団／監督：村山英治／製作協力：桜映画社

南国の着物として古くから人 に々用いられてきた芭蕉布。しかし現在では沖縄県の大宜味村喜如嘉で主に製作

されるほかは、ほとんど見られなくなってしまっている。沖縄戦を境に衰微してしまった芭蕉布の復興に、生涯を

ささげてきた『喜如嘉の芭蕉布工房』の平良敏子さんを中心に、糸芭蕉の栽培から染色、織りと一貫して共同作業

で行われる製作工程を追い、製作にかかわる女性たちの思いを映し出す。（文部省選定、芸術祭優秀賞、毎日

映画コンクール教育文化映画賞 他）

2003年／40分／カラー／企画製作：ポーラ伝統文化振興財団／監督：村山正実／製作協力：桜映画社

七種の技法により織られる「首里の織物」は、琉球王府の時代に王家や士族が着用した格調高い織物である。

宮平は沖縄戦の後、絶滅の危機に陥った首里織の復興を果たした。映画は代表的な「花織」と「手縞」（絣織）

の制作工程を中心に技法を紹介するとともに、氏の卓越した技能と首里織にかける深い思いを記憶し、また

独自の染色文化をはぐくんだ沖縄の風土と歴史などを盛り込んだ作品である。（優秀映像教材選奨最優秀作品賞）
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予約：海燕社（かいえんしゃ）  ☎ 098-850-8485 /　mail@kaiensha.jp
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